
いのちとくらしを守る土砂災害対策を推進

土砂災害防止月間に寄せて

国土交通大臣　斉藤　鉄夫

６月は　　土　砂　災　害　防　止　月　間
（１１） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　６月１８日　（火曜日）
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平均発生件数：1,099件
(1982～2022)

直近10年（2013～2022）の
平均発生件数：1,446件
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　今年も６月になり、土砂災害の危険性が一
層高まる季節となりました。
　国土交通省と各都道府県では、土砂災害防
止に対する国民の皆様のご理解を深めていた
だくため、毎年６月を「土砂災害防止月間」
と定め、全国各地で啓発活動や防災訓練等を
実施しているところです。

　特に近年、気候変動の影響により自然災害
が激甚化・頻発化しており、昨年は全国各地
で件の土砂災害が発生しました。また、
土砂災害の発生原因は降雨には限られず、今
年に入ってからは、能登半島地震に伴うもの
だけで、件以上の土砂災害が発生してお
ります。
　土砂災害は、国民の生活や経済活動に大き
な影響を及ぼすものであり、土砂災害から国
民の「いのち」と「くらし」を守り、安全・
安心を確保することは、国土交通行政の重要

な使命の一つです。
　国土交通省では「防災・減災、国土強靱化
のための５か年加速化対策」も活用し、流域
治水の考え方に基づいて、流域の関係者と一
体となり、事前防災対策を強力に推進してお
ります。この取組において、防災まちづくり
と連携した砂防堰堤等の砂防施設の整備を着

実に進めてまいります。
　あわせて、土砂災害を知る・学ぶ・伝える
ことを通じて、国民の皆様に身の回りの土砂
災害リスクを把握していただき、危険度が高
まった時の早期の避難行動につなげていただ
けるよう、自治体等と連携して取り組んでま
いります。
　引き続き、ハード・ソフト一体となった総
合的な土砂災害対策の実施に向け、皆様のよ
り一層の御支援と御協力をお願いいたしま
す。
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現場ピックアップ　　土砂災害防止月間
北海道開発局苫小牧砂防海岸事務所
樽前山火山砂防工事の内熊の沢川３号砂防堰堤右岸外工事　東海建設

東北地方整備局湯沢河川国道事務所
令和５～６年度八幡平山系赤倉沢第１砂防えん堤外工事　万六建設

関東地方整備局利根川水系砂防事務所
Ｒ５濁川第一砂防堰堤工事　竹花組

東北地方整備局宮城南部復興事務所
内川流域五福谷川遊砂地工事　アイサワ工業

北海道開発局帯広河川事務所
十勝川直轄砂防事業の内戸蔦別川第４砂防堰堤外工事　宮坂建設工業

写真は施工各社提供

砂防事業最前線
国土交通省直轄工事の現場から

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　６月１８日　（火曜日）
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　樽前山火山砂防事業は、苫小牧市の北西部に位
置する樽前山の噴火に備え、遊砂地や砂防えん堤
などの施設整備と、泥流の監視機械を設置する事
業です。本工事は熊の沢川水系に整備する３カ所
の砂防堰堤の内１カ所を新築するもので、年
度から工事が進められています。
　本年度はｔクローラークレーンを使用して
鋼製セル２基を築造する計画で、鋼矢板セグメン
トを．ｍに切断して打込み式鋼矢板に建込み、ベ
ッセルでの中詰土砂の投入を繰り返して高さ．
ｍまで構築します。６月上旬から工事用道路を
造成し、８月中旬から鋼製セグメントセル建込み
・中詰土砂投入作業開始、月中旬の完成を目指
します。工事が上部に進むほどクレーンオペレー
ターが目視できない作業が増え危険が高まりま
す。クレーンブーム先端のカメラ映像を確認し、
無線機合図により荷卸し箇所の安全を確保しなが
ら作業を進めます。
　現場近くにはオートキャンプ場があり、ハイキ
ングやキャンプに訪れる一般車両や歩行者に留意
する必要があります。工事車両にドライブレコー
ダーを装着してパソコンやスマホから運行状況を
監視、指示することで工事車両の危険運転防止と、
運転手の安全運転意識向上を図ります。またデー
タを集積・解析することで現場独自の危険個所を
洗い出し、安全運行の資料を作成します。
　これから出水期、台風時期の作業となるため、
気象情報システムを配備し迅速・的確な退避など
細心の注意を払って無災害に努めます。地域住民
とのトラブルがないよう配慮し、無事完成を目指
します。

現場代理人・監理技術者
　登口　喜義氏

　年月に襲来した台風号の被災地復興事業とし
て、宮城県丸森町で特定緊急砂防事業により阿武隈川水系
内川流域五福谷川に遊砂地を整備する「内川流域五福谷川
遊砂地工事」を施工しています。内川流域の工事で最も規
模が大きく、年から３カ年で砂防土工、コンクリート
堰堤工、流路護岸工、道路改良工を施工します。
　主堰堤は延長．ｍ、天端幅．ｍ、高さ．ｍの規模
です。昨年月から主堰堤の掘削を開始し今年２月に地盤
改良工を完了、４月から躯体の施工に着手しました。床固
め工は３月に躯体工事を開始。流路掘削や残土処理工、大
型ブロック積み工、道路土工も同時並行で施工し、工事全
体の進捗率は約％になっています。
　現場ではコンクリート構造物の品質確保と生産性向上に
注力しています。▷内部温度の上昇抑制による硬化後のひ
び割れ発生防止▷打ち継ぎ面処理の工夫による水密性確保
▷打設時間や給水養生温度の自動計測、クラウドサーバー
によるデータの一括管理の３点がポイントです。
　約．万㎥に達する流路掘削はＩＣＴ建設機械の採用で
施工の効率化と品質確保につなげます。現場は住居エリア
に近く騒音・振動対策に気を配っています。工事区域の上
流側にも家屋などがあり、ライフラインの移設や現場内の
町道を左岸あるいは右岸に切り替えながらの工事になり、
緻密な施工計画の立案は欠かせません。
　建設キャリアアップシステムを活用した作業員の処遇改
善、４週８閉所の完全達成など働き方改革にも積極的な現
場です。住民の方々が一日も早く安心な元の暮らしを取り
戻せるよう、最善を尽くし完成を目指します。

現場代理人
遠藤　祐司氏

　本工事は、群馬・長野県境に位置する活火山である浅間
山の噴火により発生する融雪型火山泥流や、噴火後の土石
流から沿川の被害を軽減させるために計画された砂防堰堤
の内の一基で、長野県側の濁川第一砂防堰堤（Ｈ．ｍ、
Ｌｍ）を建設する工事です。濁川第一砂防堰堤は浅
間山の麓、軽井沢別荘地の奥に広がる上信越高原国立公園
内に位置しており、工事は今年２月に完了しています。
　本工事では、噴火した場合に備えて無人化施工による実
作業と、災害協定会社や地元建設業協会向けの講習会が計
画されました。無人化施工の具体的な内容としては、無人
化バックホウによる掘削・積込、無人化クローラーダンプ
による運搬作業を、．㎞離れた利根川水系砂防事務所浅
間山出張所から遠隔操作するものでした。
　過去の無人化施工では準備期間の長期化が問題となって
いましたが、今回は操縦席をゲーミングチェアとジョイス
ティックにし、液晶モニターを必要最小限にするなどの最
適化を行い、従来の半分程度の期間で準備することができ
ました。また、遠近感の欠如による施工効率の低下の問題
を、モニターの高解像度化とＩＣＴ建機のサポートにより
解決しました。
　無人化施工が進歩することで、危険な被災地において安
全に重機作業ができるだけでなく、現場環境の改善、人員
不足の改善、若手や女性の参入等、この業界が抱える多く
の問題が改善される可能性を感じました。それ以外にも素
晴らしい技術が毎年のように出てきています。今後も技術
者として、新たな技術を開拓し、より安全で快適な現場環
境で最高の品質を追求したいと思います。

　秋田駒ケ岳の噴火に起因する土砂災害の被害を防止・軽
減する「八幡平山系直轄砂防事業」の一環として、秋田県
仙北市田沢湖生保内地内の赤倉沢で「赤倉沢第１砂防堰堤」
を築造しています。整備する透過型砂防堰堤は堤高．ｍ、
堤長．ｍの規模で中央部に鋼製スリットを備えます。工
事内容は砂防土工一式、コンクリート堰堤本体工（㎥）、
人工地山工（㎥）、のり面工一式、防護柵工一式、仮
設工一式などです。
　３月から除雪を行い、４月に堰堤部のＵＡＶ測量や管理
用道路ののり面工（基盤材吹き付け）、防護柵工を実施し
ました。５月には砂防土工（掘削）をＩＣＴ施工で開始し、
現在はのり面の湧水処理を行いモルタル吹き付けで安全を
確保しつつ、左右岸側の掘削を行っています。
　現場は十和田八幡平国立公園内に位置しています。自然
環境の保全に万全を期すため、のり面保護は厚層基材を種
無しで吹き付け、周辺植物の自生を促すよう配慮していま
す。また山間部では作業中にクマと遭遇する可能性があり、
事故防止対策としてクマよけの鈴を全作業員が着用してい
ます。さらにクマ撃退スプレーの常備、天敵であるオオカ
ミの尿を使用した獣忌避剤の現場周辺設置などさまざまな
対策を講じています。
　現場代理人としてＩＣＴ施工を担当してから今年で３年
目になります。昨年までに活用したＩＣＴやＣＩＭに加え、
今年はＡＲ（拡張現実）技術を導入したいと考えています。
ＡＲの活用でより円滑な協議や現場説明が可能となり、質
の高い意識共有や確認時間の短縮による業務の効率化につ
ながると期待しています。これらの新たな技術を積極的に
活用して無事故・無災害で工事の完成を目指します。

　十勝川直轄砂防事業は、北海道帯広市西部に位
置する日高山脈系に源を発している札内川と戸蔦
別川の不安定な土砂移動を抑制する砂防堰堤や床
固工群を整備する事業であり、年の着手から
現在に至るまで継続的に整備されています。本工
事は、十勝川水系戸蔦別川の土砂災害に備えるた
め、戸蔦別川第４号砂防堰堤を建設し、地域の安
全と安心を確保することを目的としています。
　施工箇所が山岳地帯であるため、現場までの移
動に時間を要し、緊急時の連絡対応や労働時間の
増加等が大きな課題となります。携帯電波不感地
帯であることから衛星通信システムを活用し、
データ通信による施工管理体制の構築や緊急時の
安全管理体制の確保・遠隔臨場による生産性向上
に努めていきます。
　また建設する砂防堰堤の幅がｍと大規模で
あることから、ＢＩＭ／ＣＩＭデータを活用し綿
密な施工ステップの検討による最適な施工計画の
立案や、生産労働人口が減少している型枠施工会
社とＢＩＭ／ＣＩＭデータを共有し、型枠形状が
容易に確認できる体制の構築、加工場における型
枠の事前組み立て、現場施工時の型枠工人工数の
削減と工程短縮につなげ、山岳地帯における厳冬
期前の工事完成を目指します。ＢＩＭ／ＣＩＭ
データは、特に大規模事業でのフロントローディ
ング効果が高いため、事業最終年度までの課題の
事前把握や対策工法の検討等、円滑な事業推進を
行うための受発注者間の共有資料としても活用。
施工においてもＩＣＴ施工を積極的に推進し、従
来施工と比較して２０％以上の生産性向上に取り
組んでいきます。
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現場画像とＣＧを融合し作業内容などを確認

ＣＩＭによる砂防堰堤の完成イメージ

監理技術者
川井　剛氏

浅間山を背景にした現場全景

無人化施工講習会　バックホウ操縦席

工事現場の全景

主堰堤は躯体構築が本格化
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現場代理人・監理技術者
　石田　弘樹氏

ＣＩＭデータの活用

現場全景
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関東地方整備局富士川砂防事務所
Ｒ２内河内第五砂防堰堤工事　早野組

関東地方整備局富士川砂防事務所
Ｒ４空谷砂防堰堤改築（２期）工事　岡谷組

四国地方整備局四国山地砂防事務所
令和３―５年度吉野川水系行川本川砂防堰堤工事　青木あすなろ建設四国支店

北陸地方整備局飯豊山系砂防事務所
穴渕砂防堰堤改築工事　橋工務店

北陸地方整備局立山砂防事務所
Ｒ６滝谷第２号砂防堰堤工事　松本建設
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　本工事は、富士川水系早川の右支に位置する早
川流域内河内川における土砂流出を抑制する砂防
堰堤を整備する３期目となる施工です。施工現場
となる流域は糸魚川―静岡構造線「フォッサマグ
マ地帯」に沿って断層が分布しており、露出して
いる地質は脆弱な岩盤が剥き出しの荒廃地域とな
っています。この一帯は現在も大量の土砂を下流
域に流出が続いています。今期の施工は本堰堤工
と水叩工を施工します。
　現在は本堰堤工、設計，㎥Ｄ種．－－
、高炉Ｂ（右岸間詰工、左岸スラスト含む）約，
㎥打設完了。水叩工、設計㎥Ｄ種．－
－、高炉Ｂに対し㎥打設完了しています。
今後も継続して、本堰堤工と水叩工の施工を行っ
ていきます。
　当作業所では現状把握また本堰堤工コンクリー
トのクレーン打設に伴うＩＣＴ活用を率先し活用
しています。活用内容として土工掘削は高低差が
ある岩盤掘削を伴うため地形確認を含めた地上
レーザー測量を行い３Ｄ化し、現地の現状と計画
図面との対比を行い現状把握に努めています。ま
た本堰堤工でのコンクリート打設ではクレーン稼
働範囲を３Ｄ化・動画化し仮設計画を行って施工
を実施しています。
　今年月日と長期戦ですが、日々の安全管理
には妥協せず、指導の徹底を図り、無事故・無災
害での完成を最大の目標に掲げ施工してまいりま
す

監理技術者
井上　博路氏

　穴渕砂防堰堤は１級河川荒川上流の山間部に位
置しており、荒川流域は荒廃が著しい渓流や崩壊
した斜面が多数存在しています。河床には不安定
な土砂や流木が大量に堆積しており、集中豪雨に
より水害・土砂災害が激甚化する危険性が高い流
域です。本工事では、既設の穴渕砂防堰堤に鋼製
枠を整備し、土砂や流出流木による災害の防止機
能向上をはかります。
　穴渕砂防堰堤がある山形県小国町は豪雪地域で
あり、年月から年４月までの５カ月間が
冬期休工となり、ゴールデンウィーク明けから工
事を再開しました。現在、河川の締め切りを再度
実施し、鋼製枠の設置に取りかかっています。５月
末時点での工事の進捗率は％に達しています。
　穴渕砂防堰堤がある荒川は、平常時の流量が多
い上に降雨時は短時間で増水するため、水害の危
険性が高い河川です。当社では、河川の締め切り
をより強固にするため、大型土のうに加えて重量
のある大型コンクリートブロックを併用していま
す。
　また万一に備え、現場上流部に水位感知式の警
報装置を設置し、人員と重機・資材等の避難を迅
速に行えるように対策を行っています。
　６月からは梅雨や台風等で降雨量が増加するた
め、河川の増水に一層の注意が必要になります。
近年は、各地で記録的な大雨による甚大な被害が
発生していますので、気候変動に細心の注意を払
い、無事故・無災害に努めてまいります。

　本工事は年７月豪雨で発生した土石流などの不安定
土塊の移動を防ぐため、高知県本山町の吉野川水系行川本
川に透過型砂防堰堤を施工するものです。四国地方整備局
の河川・砂防事業で初となるＥＣＩの技術提案・交渉方式
（技術協力・施工タイプ）が採用されました。当社がＥＣ
Ｉに取り組むのは初めてです。年３月に技術協力業務の
契約後、約１年の設計協力を経て年６月に着工しました。
　堰堤は堤長．ｍ、堰高．ｍ、水通幅ｍの規模で、
重量ｔの鋼製スリットは国内最大級となります。非越
流部３ブロック、越流部２ブロックで構成します。非越流
部は床付から堤頂までの高さが最大．ｍ、１回当たりの
コンクリート打設高は約１ｍで施工しています。越流部は
床付から約１ｍ打設後、鋼製スリットを組み立て塗装し河
床高まで打設します。足場の設置や脱枠が不要な埋設型枠
を採用しつつ省力化を図っています。
　携帯サービス圏外ながら関係機関の協力を得てＩＣＴを
駆使しています。河川内の河床より低い位置での作業が多
く、ウェブカメラや雨量予測のアプリなどを導入し、安全
対策を徹底するとともに、残業時間の抑制など働き方改革
にも取り組んでいます。
　途中、堰堤下流側で河道整備の必要に迫られましたが、
本社土木技術本部を通じ水中で転石破砕できる放電破砕工
法を採用し環境に配慮しながら速やかに対応できました。
４月末時点で右岸側３ブロックが完成し、残る左岸側２ブ
ロックも８月に本体打設を完了します。その後、工事道や
土石流対策設備を撤去するなどし、年度中の完成を目指
します。

　立山カルデラは、立山火山の火口周辺にできた東西．
㎞、南北．㎞におよぶ巨大なくぼ地です。カルデラ内に
は鳶泥（とんびどろ）と呼ばれる不安定な土砂約２億㎥が
堆積しています。本工事はこの土砂が侵食され、富山平野
への流出防止を目的に、立山カルデラの最上流部滝谷で砂
防堰堤（水通し高さ，ｍ）を構築します。
　堰堤施工は本年度で４年目で、堰堤右岸側袖部や袖部対
策工（間詰めコンクリート）を残存型枠（㎡）とコン
クリート（，㎥）で構築します。現場は立山カルデラ
の最奥部の鷲岳の麓にあり、冬季期間は積雪で施工ができ
ず、６～月の５カ月間に限定されます。また、富山市内
から車で１時間分以上かかり、現場近くの寄宿舎で寝泊
りしながら施工します。
　本年度は本堰堤の施工のうち、右岸側の袖天端までを構
築する予定です。高さが現況地盤から約ｍとなり、墜落
・転落災害の防止対策が必須となります。足場の必要のな
い残存型枠での構築となりますが、コンクリート打設時は
堅固な手摺りを全周に設置し、墜落・転落災害を防止しま
す。ＢＩＭ／ＣＩＭも導入しています。施工ステップ（
ステップ）ごとに構築物を３次元モデルで示し、施工の効
率化や手戻り作業の防止、３次元モデル確認による安全性
の向上にも努めます。ネットワーク端末も取り入れ、工事
書類のペーパレス化や柔軟な働き方の実現、長時間労働の
是正を目指します。
　工事は６月から着手。現場周辺は渓流幅が狭くＶ字型の
谷となっています。土石流対策に万全を期し、無事故・無
災害の工事完成を目指します。
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　本工事は、昭和年に完成した空谷砂防堰堤の
嵩上げおよび堤体固定グラウンドアンカー工を設
置し改築する工事です。コンクリート堰堤工はア
ンカー工本およびコンクリート打設約，㎥
が完了しています。
残りは安全施設撤去、仮設物撤去、片付けのみと
なっており５月末時点で約９割の工事が完了して
います。
　当工事現場は山間地での工事という厳しい作業
条件や、電気設備が無く携帯電話が通じにくいと
いった課題がありました。厳しい作業条件に対し
て、高所無人化掘削の、セーフティークライマー
工法を導入しました。熟練したオペレーターが高
所無人掘削機を離れた安全な場所から遠隔操作に
よって作業を行うことで迅速かつ安全に作業を実
施できました。電気を引き込むのが困難な状況に
対しては、ソーラー発電システムを導入し、市街
地工事と同様の環境設備を整えました。また、衛
星インターネットアクセスの１つである、スター
リンクを導入して常時インターネットが使える環
境を整備しました。遠隔監視用ウェブカメラの設
置や発注者との遠隔臨場が行える体制を整えまし
た。
　発注者、元請け、協力業者が連携し、最後まで
安全第一で工事を進めていきたいと思います。気
象状況に左右される事が多い現場なので、最新の
観測データ予想を把握し、対応しながら、無事故
・無災害で工事を終えたいと思います。

現場代理人
中澤　英俊氏

セーフティークライマー工法

富士川砂防事務所と遠隔臨場での出来形確認

左岸から本堰堤と水叩を望む
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現場全景

現場代理人・監理技術者
松木　健氏

鋼製スリットは国内最大級

崩壊斜面直下で工事が進む
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砂防堰堤工事に全体像を示した３Ｄモデル
（左：地盤無し、右：地盤有り）

本年度に施工予定の堰堤の３Ｄモデル

提供／国土交通省東北地方整備局湯沢河川国道事務所


